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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，注意欠如・多動性障害（ADHD）を持つ子どもとその養育者を対象
に，ペアレント・トレーニング（PT）の介入効果と，関連する神経基盤の変化について検討した。対象者は先行
してPTを受講する群（受講群）と，対照として実験終了までPTに参加しない群（待機群）に振り分けられ，PT前
後にデータを2回取得した。結果，母親では受講群のみ，養育ストレス指標が有意に減少しており，感情推定課
題中の脳活動が顔表情の感情処理に関わる左紡錘状回で高まっていた。子どもでも受講群のみ，ADHD症状の尺度
が改善しており，社会的理解や自他の認知に関わる前頭回内側部の安静時脳活動が上昇していた。

研究成果の概要（英文）： In this study, we investigated the effects of parent training (PT) 
intervention on children with ADHD and their caregivers and related changes in the neural 
substrates. The subjects were divided into two groups: one group received PT before the other 
(trained group), and the other did not participate in PT until the end of the experiment (waiting 
group). The results showed that only mothers in the trained group showed a significant decrease in 
the child-rearing stress index, and that brain activity during the emotion estimation task increased
 in the left fusiform gyrus, which is involved in emotional processing of facial expressions. For 
children, the ADHD symptom scale improved and resting brain activity increased in the medial part of
 the frontal gyrus, which is involved in social understanding and cognition of self and others.

研究分野： 子ども学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
海外ではADHD児自身への治療だけでなく，その養育者に対する子の症状への理解や接し方等を教育・支援する，
ペアレンティング・トレーニング(PT)の重要性とその効果が示されてきているが，日本ではこのようなPTは少な
く，その介入効果や生物学的根拠には不明な点が多い。本研究の結果から，PTにより，母親は相手の状態に対し
てより敏感に反応するようになり，それが子への理解と養育環境の向上を導き，間接的に子の持つ問題の軽減に
結びついたと考えられる。これらの知見は科学的根拠に基づく効果的な子育て支援方法の確立に寄与し，日本に
おけるADHD児および養育者への社会的支援の質の向上にも資するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

子どもの発達障害と子育て困難との関連性が高いことはよく知られている  (⑪Woodman, 

Mawdsley, & Hauser-Cram, 2015)。このうち注意欠如・多動性障害 (attention-deficit/ hyperactivity 

disorder: ADHD)は小児期によく診断される神経発達障害の一つで，ADHD を持つ児童（以降，

ADHD 児と表記）は，社会性や学業面に多くの問題を抱えている(④Marshall, Evans, Eiraldi, Becker, 

& Power, 2014)。さらに，子の ADHD 症状が養育者の心理状態や養育行動，親子関係にネガティ

ブな影響を及ぼしていることも示されており(②Hutchison, Feder, Abar, & Winsler, 2016)，不適切

養育の要因となり，さらには子どもの心的外傷後症状のリスクをもたらす(⑤Ouyang, Fang, Mercy, 

Perou, & Grosse, 2008)。このような背景から，海外では ADHD 児自身への治療だけでなく，その

養育者に対する子の症状への理解や接し方等を教育・支援する，ペアレンティング・トレーニン

グ(PT)の重要性とその効果が示されてきているが，日本ではこのような PT は少なく，その介入

効果や生物学的根拠には不明な点が多い(⑥Shimabukuro et al., 2020; ⑧Takayama, 2008)。よって

本研究では ADHD 児とその養育者の子育て困難に焦点を当て，養育者に対する PT の介入効果

とそれに関連する脳神経科学的基盤の解明を目指こととした。これらの知見を蓄積することに

より科学的根拠に基づく効果的な子育て支援方法の確立に寄与し，日本における ADHD 児およ

び養育者への社会的支援の質の向上にも資するものであると考えた。 

 

 

２．研究の目的 

ADHD 児とその養育者について，子育て支援方法である PT の介入効果と，関連する脳神経科学

的基盤の変容を検討することが本研究の目的である。 

 

 

 

３．研究の方法 

医師による ADHD の診断を受けた子どもとその母親を対象とした。母親は 3 ヶ月間 PT を受講

し、受講前後に 2 回，質問紙と MRI を用いて子育て困難指標，子の ADHD 症状，脳機能・構造

を計測した。尚、対象者は先行して PT を受講する群（受講群）と，対照として実験データ取得

後まで PT に参加しない群（待機群）に振り分けている。実験は受講群が PT を受ける期間の前

後に 2 回，質問紙による心理・行動指標と 3 テスラの MRI 装置を用いた脳機能・構造画像の収

集を行った。尚，脳機能の計測において，母親は人の目元の写真から、その人の感情または性別

の判断を行う課題(Reading the mind in the eyes test: ①Baron-Cohen, Wheelwright, Hill, Raste, & 

Plumb, 2001; ⑦Shimada et al., 2018)を行っている時の脳活動を，子どもは安静時の脳活動をそれ

ぞれ測っている。 

 

 

４．研究成果 

質問紙による心理・行動指標の変化については，PT による介入後に母親では受講群のみが養育

ストレス指標が有意に減少し，子どもについても受講群の子どものみ，ADHD 症状の一尺度（「注

意の問題」）が改善していた。脳機能の変容については，これも受講群の母親のみ，顔写真から



感情を推定する課題中の脳活動が，顔表情の感情の処理や知覚に関わる左紡錘状回(⑨Taylor et 

al., 2012)において介入後に高まっていた。子どもについてはこれも受講群の安静時脳活動のみ，

介入後に社会的理解や自他の認知に関わると示唆されている前頭回内側部(③Li, Mai, & Liu, 

2014; ⑩van Veluw & Chance, 2014)の活動が上昇していた。本研究で用いた PT は子の ADHD 症

状の理解を深め，養育環境の向上と親子間の関係性を改善することを主眼としている。受講群の

母親とその子どもにおける脳活動の変容は、PT によって相手の状態に対してより敏感に反応す

るようになったと考えられる。これらから，PT による母親への介入が子に対する理解と養育環

境の向上を導き，間接的に子の機能的問題の軽減に結びついたと考えられる。本研究で得られ

た知見は科学的根拠に基づく効果的な子育て支援方法の確立に寄与し，日本における

ADHD 児および養育者への社会的支援の質の向上にも資するものである。今後は，サンプ

ルサイズを拡大し，子の持つ ADHD 症状のサブタイプや親の心理・行動指標と PT 介入に

よる変化の個人差を捉えることで，様々な症状を持つ ADHD 児個々人に最適化された介入

方法を模索していくことを検討している。 
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